
(57)【要約】

１対の側壁部４の外側面１７同士の間隔は、塑性変形時

の伸び量の相違に起因して互いに非平行である。使用時

に上記枢軸３には、上記外側面１７同士の間隔が狭い側

から広い側に向けて荷重が加わる。上記枢軸３の両端面

の外周縁部に形成するかしめ部１３ａを、上記外側面１

７同士の間隔が狭い側の半部に形成する。この為、上記

枢軸３の両端部の外周面と通孔１１の内周面とが、荷重

を支承する側で互いに当接する。従って、この当接面で

この荷重を十分に支承でき、長期間に亙る使用に拘らず

、１対の側壁部４に対する枢軸３の両端の支持部にがた

つきが発生するのを防止する。

JP WO2003/044330 A1 2003.5.30



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ロ ッ カ ー ア ー ム 、 枢 軸 、 お よ び ロ ー ラ か ら な る カ ム フ ォ ロ ア で あ っ て 、
（ １ ） ロ ッ カ ー ア ー ム は 、
（ １ ａ ） 金 属 板 に 絞 り 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ 、
（ １ ｂ ） １ 対 の 側 壁 部 、 お よ び
（ １ ｃ ） 前 記 １ 対 の 側 壁 部 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 を 有 し 、
（ １ ｄ ） 連 結 部 側 を 上 側 と し 、 反 連 結 部 側 を 下 側 と し て 、 前 記 １ 対 の 側 壁 部 の 厚 さ は 、 上
側 で 薄 く 、 下 側 で 厚 く な る 状 態 に 、 幅 方 向 に 関 し て 漸 次 変 化 し 、
（ １ ｅ ） 前 記 １ 対 の 側 壁 部 の 外 側 面 同 士 の 間 隔 は 、 下 側 に 行 く ほ ど 大 き く な り 、
（ １ ｆ ） 前 記 １ 対 の 側 壁 部 の 互 い に 整 合 す る 位 置 に そ れ ぞ れ 通 孔 が 形 成 さ れ 、
（ ２ ） 枢 軸 は 、
（ ２ ａ ） 前 記 １ 対 の 通 孔 に は ま り 、 前 記 １ 対 の 側 壁 部 同 士 の 間 に 掛 け 渡 さ れ 、
（ ２ ｂ ） 前 記 枢 軸 の 軸 方 向 両 端 面 の 外 周 縁 部 は 、 前 記 １ 対 の 通 孔 の 上 側 に 対 し て か し め ら
れ 、
（ ３ ） 前 記 ロ ー ラ は 、 前 記 枢 軸 の 中 間 部 周 囲 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 し た カ ム フ ォ ロ ア で あ っ て 、 ロ ッ カ ー ア ー ム は 、
（ １ ） 　 各 通 孔 の 両 端 の 開 口 の う ち で 、 前 記 １ 対 の 側 壁 部 の 外 側 面 側 の 開 口 の 周 縁 部 に 面
取 り が 施 さ れ て お り 、
（ ２ ） 　 前 記 枢 軸 の 軸 方 向 両 端 面 が 、 前 記 面 取 り の 内 周 円 の 最 上 点 の 軸 方 向 位 置 と 、 該 内
周 円 の 最 下 点 の 軸 方 向 位 置 と の 間 に 位 置 す る 。
【 請 求 項 ３ 】
枢 軸 の 中 間 部 で ロ ー ラ の 内 径 側 に 向 か い 合 う 部 分 が 焼 き 入 れ 硬 化 さ れ る と 共 に 、 前 記 枢 軸
の 両 端 部 で か し め 広 げ る べ き 部 分 は 焼 き 入 れ 硬 化 さ れ ず に 生 の ま ま と さ れ て い る 、 請 求 項
１ お よ び ２ の い ず れ か に 記 載 し た カ ム フ ォ ロ ア 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 枢 軸 の 軸 方 向 両 端 面 の 外 周 縁 部 に 形 成 さ れ た か し め 部 の 外 周 面 が 前 記 面 取 り 部 分 に 当
接 し て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た カ ム フ ォ ロ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

こ の 発 明 は 、 金 属 板 に プ レ ス 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム
フ ォ ロ ア の 改 良 に 関 す る 。

レ シ プ ロ エ ン ジ ン （ 往 復 ピ ス ト ン エ ン ジ ン ） に は 、 一 部 の ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン を 除 き 、 ク
ラ ン ク シ ャ フ ト の 回 転 と 同 期 し て 開 閉 す る 吸 気 弁 及 び 排 気 弁 を 設 け て い る 。 ロ ッ カ ー ア ー
ム は 、 エ ン ジ ン の 動 弁 機 構 に 組 み 込 み 、 カ ム シ ャ フ ト の 回 転 を 弁 体 （ 吸 気 弁 及 び 排 気 弁 ）
の 往 復 運 動 に 変 換 す る 為 の カ ム フ ォ ロ ア に 使 用 さ れ る 。 こ の 様 な レ シ プ ロ エ ン ジ ン で は 、
上 記 ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 回 転 と 同 期 し て （ ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 場 合 に は １ ／ ２ の 回 転 速
度 で ） 回 転 す る カ ム シ ャ フ ト の 動 き を 、 ロ ッ カ ー ア ー ム に よ り 上 記 吸 気 弁 及 び 排 気 弁 に 伝
達 し 、 こ れ ら 吸 気 弁 及 び 排 気 弁 の 弁 体 を 軸 方 向 に 亙 り 往 復 運 動 さ せ る 。
こ の 様 な エ ン ジ ン の 動 弁 機 構 に 組 み 込 む ロ ッ カ ー ア ー ム を 、 強 度 を 確 保 し つ つ 軽 量 化 を 図
る 為 、 鋼 板 等 の 金 属 板 に プ レ ス 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 る 事 が 考 え ら れ 、 実 施 さ れ て い る 。
こ の 様 な 事 情 で 考 え ら れ た 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア に 関 し 、 図 ４ ～ ７
は 、 米 国 特 許 第 ５ ０ ４ ８ ４ ７ ５ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ た も の を 示 し て い る 。 こ の カ ム フ ォ ロ
ア は 、 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ と 、 ロ ー ラ ２ と 、 枢 軸 ３ と か ら な り 、 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー
ム １ に 対 し て ロ ー ラ ２ を 、 枢 軸 ３ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。
図 ７ に 示 す よ う に 、 カ ム フ ォ ロ ア は 、 カ ム シ ャ フ ト の カ ム ９ 、 ラ ッ シ ュ ア ジ ャ ス タ を 構 成
し 、 上 記 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ の 揺 動 中 心 と な る プ ラ ン ジ ャ ８ ， お よ び 吸 気 弁 あ る い は
排 気 弁 の 弁 体 ７ と 関 連 付 け ら れ て い る 。 カ ム フ ォ ロ ア の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ は 、 例 え
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ば ２ ～ ４ ｍ ｍ 程 度 の 厚 さ を 有 す る 鋼 板 等 の 金 属 板 に 、 不 要 部 分 を 除 却 す る 為 の 打 ち 抜 き 加
工 、 並 び に 所 望 形 状 を 得 る 為 の 、 絞 り 加 工 等 の 塑 性 加 工 を 施 し て 成 り 、 １ 対 の 側 壁 部 ４ と
、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ 同 士 を 連 結 す る 第 一 、 第 二 の 連 結 部 ５ 、 ６ と を 備 え る 。 図 ７ に 示 す よ
う に 、 第 一 の 連 結 部 ５ は 、 弁 体 ７ の 基 端 面 を 第 １ の 連 結 部 ５ に 突 き 当 て て こ の 弁 体 ７ を 変
位 さ せ る 為 の 押 圧 部 と し て 機 能 し 、 第 二 の 連 結 部 ６ は 、 プ ラ ン ジ ャ ８ の 先 端 面 を 突 き 当 て
る 為 の 支 点 部 と し て 機 能 す る 。 こ の 為 に 図 示 の 例 で は 、 図 ６ の 下 面 に 示 す よ う に 、 上 記 第
二 の 連 結 部 ６ の 片 面 に 、 球 状 凹 部 を 形 成 し て い る 。 尚 、 図 示 の 例 と は 異 な り 、 第 二 の 連 結
部 に 相 当 す る 部 分 に ね じ 孔 を 設 け 、 端 部 に 球 面 部 を 有 す る ア ジ ャ ス ト ね じ を 前 記 ね じ 孔 部
分 に 螺 合 固 定 す る 構 造 も 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。
一 方 、 上 記 両 連 結 部 ５ 、 ６ と 上 記 一 対 の 側 壁 部 ４ で 囲 ま れ る 空 間 に 、 上 記 枢 軸 ３ に よ り 回
転 自 在 に 支 持 し た 上 記 ロ ー ラ ２ を 配 置 し て い る 。 当 該 一 対 の 側 壁 部 ４ に こ の ロ ー ラ ２ を 枢
軸 ３ で 支 持 す る 為 に 、 上 記 １ 対 の 側 壁 部 ４ の 互 い に 整 合 す る 位 置 に 形 成 し た 通 孔 に 前 記 枢
軸 ３ の 両 端 部 を 内 嵌 し て い る 。 更 に こ の 枢 軸 ３ の 両 端 面 の 外 周 縁 部 を こ れ ら 各 通 孔 の 周 縁
部 に 向 け か し め 広 げ て い る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 こ の 構 成 に よ り 、 こ の 枢 軸 ３ の 両 端 部 が 上 記
１ 対 の 側 壁 部 ４ に 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ 同 士 の 間 に 掛 け 渡 し た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。 上 記
ロ ー ラ ２ は 、 こ の 様 に し て こ れ ら 両 側 壁 部 ４ 同 士 の 間 に 掛 け 渡 さ れ た 上 記 枢 軸 ３ の 中 間 部
周 囲 に 、 直 接 或 は ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 を 介 し て 、 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
エ ン ジ ン へ の 組 み 付 け 状 態 で は 、 図 ７ に 示 す 様 に 、 前 記 第 一 の 連 結 部 ５ の 片 面 （ 図 ７ の 下
面 ） に 前 記 弁 体 ７ の 基 端 部 を 突 き 当 て 、 上 記 第 二 の 連 結 部 ６ の 片 面 に 設 け た 球 状 凹 部 に 前
記 プ ラ ン ジ ャ ８ の 先 端 面 を 突 き 当 て る と 共 に 、 上 記 ロ ー ラ ２ の 外 周 面 に 、 カ ム シ ャ フ ト の
中 間 部 に 固 設 し た カ ム ９ の 外 周 面 を 当 接 さ せ る 。 エ ン ジ ン の 運 転 時 に は 、 こ の カ ム ９ の 回
転 に 伴 っ て 前 記 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ が 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ ８ の 先 端 面 と 上 記 球 状 凹 部 と
の 当 接 部 を 中 心 （ 支 点 ） と し て 揺 動 変 位 し 、 上 記 弁 体 ７ を 、 上 記 第 一 の 連 結 部 ５ の 押 圧 力
と リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ０ の 弾 力 と に よ り 軸 方 向 に 往 復 移 動 さ せ る 。 尚 、 図 示 は 省 略 す る
が 、 特 公 平 ６ － ８ １ ８ ９ ２ 号 公 報 等 に も 、 同 様 の 構 造 を 有 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備
え た カ ム フ ォ ロ ア が 記 載 さ れ て い る 。
金 属 板 に 塑 性 加 工 を 施 し て 成 る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ は 、 塑 性 加 工 の 過 程 で こ の 金 属 板
の 厚 さ が 変 化 す る 為 、 各 部 の 形 状 及 び 構 造 を 工 夫 し な い と 、 十 分 な 耐 久 性 を 確 保 で き な い
可 能 性 が あ る 。 こ の 点 に 就 い て 、 上 述 し た 図 ４ ～ ７ に 図 ８ ～ １ ０ を 加 え て 説 明 す る 。
図 ４ ～ ７ に 示 し た 様 な 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ を 、 鋼 板 等 の 金 属 板 に 絞 り 加 工 を 施 す 事 に
よ り 造 る 場 合 、 前 記 １ 対 の 側 壁 部 ４ の 幅 方 向 （ 図 ６ 、 ７ の 上 下 方 向 ） 両 端 部 の う ち 、 前 記
第 一 、 第 二 の 連 結 部 ５ 、 ６ の 側 （ 図 ６ 、 ７ の 上 側 ） の 端 部 が 、 反 対 側 （ 図 ６ 、 ７ の 下 側 ）
の 端 部 よ り も 、 面 方 向 に 関 す る 延 伸 量 が 多 く な り 、 図 ６ 、 ７ で 上 方 向 に 行 く ほ ど 、 側 壁 部
４ の 厚 さ が 薄 く な る 。 こ の 為 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 幅 方 向 に 関 す る 断 面 形 状 は 、 図 ８ 、 １ ０
に 示 す 様 に 、 上 記 各 連 結 部 ５ 、 ６ か ら 離 れ る 程 厚 く な る 方 向 に 傾 斜 し た く さ び 状 と な る 。
一 方 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 内 側 面 同 士 は 、 互 い に 平 行 に す る 必 要 が あ る 。 こ の 理 由 は 、 こ れ
ら 両 側 壁 部 ４ の 内 側 面 と 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ 同 士 の 間 に 配 置 す る ロ ー ラ ２ と が 片 当 た り す
る の を 防 止 し て 、 こ の ロ ー ラ ２ の 回 転 が 円 滑 に 行 な わ れ る 様 に す る 為 で あ る 。
こ の 様 に 、 そ れ ぞ れ が く さ び 状 の 断 面 形 状 を 有 す る 上 記 両 側 壁 部 ４ の 内 側 面 同 士 を 互 い に
平 行 に 配 置 し た 場 合 に は 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 同 士 は 、 図 ８ 、 １ ０ に 示 す 様 に 互 い
に 非 平 行 に な る 。 具 体 的 に は 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 同 士 の 間 隔 が 、 上 記 両 連 結 部 ５
、 ６ か ら 離 れ る 程 （ 図 ８ 、 １ ０ の 下 に 向 か う 程 ） 、 漸 次 大 き く な る 。 こ の 様 に 両 側 壁 部 ４
の 外 側 面 同 士 の 間 隔 が 漸 次 変 化 す る の は 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ の 幅 方 向 中 間 部 で 前 記 枢 軸 ３
の 両 端 部 を 固 定 す る 為 の 通 孔 １ １ を 形 成 し た 部 分 で も 同 様 で あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 者 が 行
な っ た 実 験 並 び に 測 定 の 結 果 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 厚 さ は 、 上 記 両 連 結 部 ５ 、 ６ 側 の 端 縁 （
図 ８ 、 １ ０ の 上 端 縁 ） で 凡 そ １ ｍ ｍ 、 反 対 側 端 縁 （ 図 ８ の 下 端 縁 ） で 凡 そ ３ ｍ ｍ に な っ た
。 こ の 場 合 に 、 上 記 各 通 孔 １ １ の 周 縁 部 の 厚 さ は 、 上 記 両 連 結 部 ５ 、 ６ 側 で ２ ． ３ ｍ ｍ 、
反 対 側 で ２ ． ９ ｍ ｍ に な っ た 。 こ の 厚 さ の 相 違 は 、 そ の ま ま 上 記 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 同 士
の 非 平 行 度 と な る 。
前 述 の よ う に 、 枢 軸 ３ の 両 端 面 の 外 周 縁 部 は か し め 広 げ ら れ 、 上 記 各 通 孔 １ １ の 開 口 周 縁
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部 に 形 成 し た 面 取 り 部 １ ２ に 対 し 、 固 定 さ れ る 。 し か し 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 同 士 が
非 平 行 な 状 態 で は 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 を 全 周 に 亙 っ て 均 等 に 面 取 り 部 １ ２ に 対 し か し め
固 定 す る 事 は で き な い 。 即 ち 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 面 は こ の 枢 軸 ３ の 軸 心 に 対 し 直 角 方 向 に
存 在 す る 為 、 こ の 両 端 面 と 上 記 面 取 り 部 １ ２ と の 軸 方 向 に 関 す る 位 置 関 係 は 、 円 周 方 向 に
関 し て 不 同 に な る 。 十 分 な か し め 強 度 を 確 保 す る 為 に は 、 上 記 両 端 面 と 上 記 面 取 り 部 １ ２
と の 軸 方 向 に 関 す る 位 置 関 係 を 適 正 に す る 必 要 が あ る が 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 同 士 が
非 平 行 な 限 り 、 全 周 に 亙 っ て 上 記 位 置 関 係 を 適 正 に す る 事 は で き な い 。 尚 、 上 記 枢 軸 ３ の
軸 方 向 両 端 面 を 、 上 記 外 側 面 に 合 わ せ て 非 平 行 に す る 事 は 、 量 産 性 を 考 え た 場 合 に は 非 現
実 的 で あ る 。
こ の 為 に 従 来 は 、 図 ８ に 示 す 様 に 、 前 記 両 連 結 部 ５ 、 ６ と は 反 対 側 （ 図 ８ の 下 側 ） で 、 上
記 各 通 孔 １ １ の 周 縁 部 に 形 成 し た 面 取 り 部 １ ２ と 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 面 と の 間 で 、 軸 方 向
に 関 す る 位 置 関 係 が 適 正 に な る 様 に し て い た 。 そ し て 、 図 ９ に 鎖 線 α で 示 す 様 に 、 上 記 枢
軸 ３ の 両 端 面 の 中 間 部 乃 至 上 記 両 連 結 部 ５ 、 ６ と は 反 対 側 部 分 に か し め 治 具 （ パ ン チ ） を
押 し 付 け 、 こ れ ら 中 間 部 乃 至 反 対 側 部 分 の 周 縁 部 を 径 方 向 外 方 に か し め 広 げ て い た 。 従 っ
て 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各 通 孔 １ １ の 内 周 面 と は 、 図 １ ０ に 示 す 様 に 、 上
記 両 連 結 部 ５ 、 ６ 側 （ 図 １ ０ の 上 側 ） で 当 接 す る 。 そ し て 、 か し め 部 １ ３ が 形 成 さ れ た 側
、 す な わ ち こ れ ら 両 連 結 部 ５ 、 ６ と 反 対 側 （ 図 １ ０ の 下 側 ） で は 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の
外 周 面 と 上 記 各 通 孔 １ １ の 内 周 面 と の 間 に 隙 間 １ ４ が 介 在 す る 。
図 １ ０ に 示 す 様 に 、 第 一 、 第 二 の 連 結 部 ５ 、 ６ と 反 対 側 で 、 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 各
通 孔 １ １ の 内 周 面 と の 間 に 隙 間 １ ４ が 介 在 す る 状 態 で は 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 に 形 成 し た
か し め 部 １ ３ が 、 図 ７ に 示 し た カ ム ９ か ら ロ ー ラ ２ （ 更 に は ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 ） を 介
し て 上 記 枢 軸 ３ に 加 え ら れ る 荷 重 を 支 承 す る 事 に な る 。 即 ち 、 エ ン ジ ン の 運 転 時 に こ の 枢
軸 ３ に は 、 図 １ ０ の 上 方 か ら 下 方 に （ リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ０ の 弾 力 に 見 合 う ） 荷 重 が 加
わ る 。 こ の 荷 重 の 作 用 方 向 で 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各 通 孔 １ １ の 内 周 面 と
の 間 に 隙 間 １ ４ が 介 在 す る 為 、 上 記 荷 重 が 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 か ら 上 記 各 通 孔 １
１ の 内 周 面 に 直 接 伝 わ る 事 は な く 、 上 記 か し め 部 １ ３ が 上 記 荷 重 を 支 承 す る 事 に な る 。
と こ ろ が 、 こ の か し め 部 １ ３ と 面 取 り 部 １ ２ と の 接 触 面 積 は 狭 く 、 し か も 、 こ の う ち の か
し め 部 １ ３ は 、 元 々 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ た 部 分 で あ る 為 、 塑 性 変 形 し 易 い
。 こ の 為 、 長 期 間 に 亙 る 使 用 に 伴 っ て 上 記 か し め 部 １ ３ が 、 径 方 向 内 方 に 塑 性 変 形 し 、 こ
の か し め 部 １ ３ と 上 記 面 取 り 部 １ ２ と の 当 接 圧 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の 様 に 当 接 圧
が 低 下 し た 状 態 で は 、 上 記 枢 軸 ３ 、 並 び に こ の 枢 軸 ３ の 中 間 部 の 周 囲 に 支 持 さ れ た 上 記 ロ
ー ラ ２ が 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ に 対 し が た つ い て 、 エ ン ジ ン の 運 転 時 に 発 生 す る 振 動 並
び に 騒 音 が 大 き く な る 為 、 好 ま し く な い 。
本 発 明 の カ ム フ ォ ロ ア は 、 こ の 様 な 不 都 合 を 解 消 す べ く 発 明 し た も の で あ る 。

本 発 明 の カ ム フ ォ ロ ア は 、 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム と 、 枢 軸 と 、 ロ ー ラ と か ら 成 る 。
板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム は 、 鋼 板 等 の 金 属 板 に 塑 性 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ 、 １ 対 の 側 壁
部 と 、 こ れ ら 両 側 壁 部 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 と を 備 え る 。
又 、 上 記 枢 軸 は 、 そ の 両 端 面 の 外 周 縁 部 を こ れ ら 両 側 壁 部 の 互 い に 整 合 す る 位 置 に 形 成 し
た １ 対 の 通 孔 の 内 周 面 に 向 け か し め 広 げ る 事 に よ り 、 上 記 １ 対 の 側 壁 部 同 士 の 間 に 掛 け 渡
す 状 態 で 、 固 定 さ れ て い る 。
又 、 上 記 ロ ー ラ は 、 上 記 枢 軸 の 中 間 部 周 囲 に 、 直 接 又 は ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 等 の 転 が り
軸 受 、 或 は 滑 り 軸 受 を 介 し て 、 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
又 、 上 記 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の 側 壁 部 の 厚 さ は 、 上 記 連 結 部 に 近 い 側 で 薄 く 、 こ の 連 結
部 か ら 遠 い 側 で 厚 く な る 状 態 に 、 幅 方 向 に 関 し て 漸 次 変 化 す る も の で あ る 。
又 、 上 記 １ 対 の 側 壁 部 の 外 側 面 同 士 の 間 隔 は 、 上 記 連 結 部 か ら 離 れ る 程 大 き く な る 。
そ し て 、 使 用 状 態 で 上 記 枢 軸 に 、 上 記 連 結 部 の 側 か ら 荷 重 が 加 わ る 。
特 に 、 本 発 明 の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア に 於 い て は 、 上 記 枢 軸 の 軸 方
向 両 端 面 の 外 周 縁 部 は 、 上 記 通 孔 の 周 縁 部 の う ち で 上 記 連 結 部 に 近 い 側 の 半 部 に か し め 付
け ら れ て い る 。 そ し て 、 上 記 枢 軸 の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各 通 孔 の 内 周 面 と が 、 上 記 連 結

10

20

30

40

50

(4) JP WO2003/044330 A1 2003.5.30

発 明 の 開 示



部 か ら 遠 い 側 部 分 で 互 い に 当 接 し て い る 。
又 、 好 ま し く は 、 上 記 枢 軸 の 中 間 部 で ロ ー ラ の 内 径 側 に 位 置 す る 部 分 が 焼 き 入 れ 硬 化 さ れ
る と と 共 に 、 上 記 枢 軸 の 両 端 部 で か し め 広 げ る べ き 部 分 は 焼 き 入 れ 硬 化 さ れ ず に 生 の ま ま
と さ れ て い る 。
更 に 好 ま し く は 、 上 記 各 通 孔 の 両 端 に お け る 開 口 の う ち で 、 両 側 壁 部 の 外 側 面 側 の 開 口 の
周 縁 部 に 面 取 り が 施 さ れ て お り 、 上 記 枢 軸 の 軸 方 向 両 端 面 の 外 周 縁 部 に 形 成 さ れ た か し め
部 の 外 周 面 が 、 こ の 面 取 り 部 分 に 当 接 し て い る 。
上 述 の 様 な 構 成 を 有 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア の 場 合 に は 、 荷 重 を
支 承 す る 側 、 即 ち 、 荷 重 支 承 部 分 に 於 い て 、 枢 軸 の 両 端 部 の 外 周 面 と 各 通 孔 の 内 周 面 と が
広 い 面 積 で 当 接 す る 。 又 、 こ の 荷 重 支 承 部 分 で こ れ ら 各 通 孔 の 内 周 面 と 当 接 す る 、 上 記 枢
軸 の 両 端 部 の 外 周 面 部 分 は 、 か し め 部 の 様 に 塑 性 変 形 さ せ た 部 分 で は な い 為 、 大 き な 面 圧
が 加 わ っ た 場 合 で も 塑 性 変 形 し に く い 。 こ の 為 、 長 期 間 に 亙 る 使 用 に よ っ て も 、 板 金 製 ロ
ッ カ ー ア ー ム を 構 成 す る 各 側 壁 部 に 対 す る 上 記 枢 軸 の 両 端 部 の 支 持 部 に が た つ き が 発 生 し
に く く な る 。

図 １ ～ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 を 示 し て い る 。 尚 、 本 発 明 の 特 徴 は 、 く さ び 状 の
断 面 形 状 を 有 し 、 外 側 面 同 士 が 互 い に 非 平 行 に な る １ 対 の 側 壁 部 ４ に 対 し 枢 軸 ３ の 両 端 部
を 支 持 す る 部 分 の 構 造 に あ る 。 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア 全 体 の 構 造 及
び 作 用 に 就 い て は 、 前 述 の 米 国 特 許 第 ５ ０ ４ ８ ４ ７ ５ 号 明 細 書 、 特 公 平 ６ － ８ １ ８ ９ ２ 号
公 報 を 含 め 、 従 来 か ら 広 く 知 ら れ て い る 構 造 と 同 様 で あ る か ら 、 図 示 並 び に 説 明 を 省 略 若
し く は 簡 略 に し 、 以 下 、 本 発 明 の 特 徴 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。 尚 、 全 図 を 通 し て 、 同 様 部
材 に は 、 同 じ 参 照 数 字 を 付 し て あ る 。
本 実 施 例 の カ ム フ ォ ロ ア は 、 従 来 の カ ム フ ォ ロ ア と 同 様 に 、 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ と 、
ロ ー ラ ２ と 、 枢 軸 ３ か ら な る 。
板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ は 、 鋼 板 等 の 金 属 板 に 塑 性 加 工 で あ る 絞 り 加 工 を 施 す 事 に よ り 造
ら れ 、 １ 対 の 側 壁 部 ４ と 、 こ れ ら 両 側 壁 部 ４ 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 （ 例 え ば 図 ４ ～ ７ に 示
す 様 な 第 一 、 第 二 の 連 結 部 ５ 、 ６ ） と を 備 え る 。 上 記 両 側 壁 部 ４ の 中 間 部 で 互 い に 整 合 す
る 部 分 に は １ 対 の 通 孔 １ １ を 形 成 し て い る 。 こ れ ら 両 通 孔 １ １ に 、 枢 軸 ３ の 両 端 部 を 内 嵌
支 持 し て 、 こ の 枢 軸 ３ を 上 記 両 側 壁 部 ４ 同 士 の 間 に 掛 け 渡 し て い る 。 こ の 枢 軸 ３ の 中 間 部
の 外 周 面 に は 、 高 周 波 焼 き 入 れ に よ り 焼 き 入 れ 層 １ ５ を 、 全 周 に 亙 っ て 形 成 し て い る 。 図
示 の 例 で は こ の 焼 き 入 れ 層 １ ５ の 軸 方 向 長 さ を 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 内 側 面 同 士 の 間 隔 よ り
も 少 し 長 く し て い る 。 従 っ て 上 記 焼 き 入 れ 層 １ ５ の 両 端 部 は 、 上 記 両 通 孔 １ １ 内 に 入 り 込
ん で い る 。 こ の 様 な 枢 軸 ３ の 中 間 部 の 外 周 面 は 、 ロ ー ラ ２ （ 図 ４ ～ ７ 参 照 ） を 支 持 す る 為
の ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 の 内 輪 軌 道 と し て 機 能 す る 。 但 し 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 は 焼 き 入
れ す る 事 な く 生 の ま ま と し て 、 こ の 両 端 部 を 上 記 各 通 孔 １ １ に 対 し 固 定 す る 為 の 、 か し め
部 １ ３ ａ を 容 易 に 加 工 で き る 様 に し て い る 。
又 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 幅 方 向 （ 図 １ 、 ３ の 上 下 方 向 ） に 関 す る 断 面 形 状 は く さ び 状 で 、 こ
れ ら 両 側 壁 部 ４ の 厚 さ は 、 上 記 連 結 部 に 近 い 側 （ 図 １ 、 ３ の 上 側 ） で 薄 く 、 こ の 連 結 部 か
ら 遠 い 側 （ 図 １ 、 ３ の 下 側 ） で 厚 く な る 状 態 に 、 幅 方 向 に 関 し て 漸 次 変 化 し て い る 。 そ し
て 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 内 側 面 １ ６ 同 士 は 、 少 な く と も 幅 方 向 に 関 し て 互 い に 平 行 に し て い
る 。 こ れ に 伴 っ て 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 １ ７ 同 士 の 間 隔 は 、 上 記 連 結 部 か ら 離 れ る 程
大 き く な っ て い る 。 そ し て 、 使 用 状 態 で 上 記 枢 軸 ３ に 、 上 記 連 結 部 の 側 か ら 、 即 ち 図 １ 、
３ の 上 か ら 下 に 荷 重 が 加 わ る 。
特 に 、 本 発 明 の カ ム フ ォ ロ ア に 於 い て は 、 上 記 枢 軸 ３ の 軸 方 向 両 端 面 の 外 周 縁 部 は 、 上 記
各 通 孔 １ １ の 周 縁 部 の う ち で 上 記 連 結 部 に 近 い 側 の 半 部 （ 図 １ ～ ３ の 上 半 部 ） に か し め 付
け ら れ て い る 。 こ の 為 に 、 図 ２ に 鎖 線 β で 示 す 様 に 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 面 の 周 方 向 一 部 で
、 中 間 部 乃 至 上 記 連 結 部 に 近 い 側 部 分 に 、 か し め 治 具 を 押 し 付 け 、 上 記 か し め 部 １ ３ ａ を
形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ の か し め 付 け に 伴 っ て 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各
通 孔 １ １ の 内 周 面 と を 、 上 記 連 結 部 か ら 遠 い 側 （ 図 １ ～ ３ の 下 側 ） で 互 い に 当 接 さ せ て い
る 。 こ の 為 に 図 示 の 例 で は 、 上 記 各 通 孔 １ １ の 両 端 の 開 口 の う ち で 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 １
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７ 側 の 開 口 の 周 縁 部 に 面 取 り １ ２ を 施 し て お り 、 上 記 枢 軸 ３ の 軸 方 向 両 端 面 の 外 周 縁 部 に
形 成 し た か し め 部 １ ３ ａ の 外 周 面 を 、 こ の 面 取 り 部 分 １ ２ に 当 接 さ せ て い る 。 そ し て 、 こ
の か し め 部 １ ３ ａ の 加 工 に 伴 っ て 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 が 上 記 連 結 部 か ら 離 れ る 側 に 強 く
押 さ れ 、 こ の 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各 通 孔 １ １ の 内 周 面 と が 、 上 記 連 結 部 か ら 遠
い 側 （ 図 １ ～ ３ の 下 側 ） で 互 い に 強 く 当 接 す る 様 に し て い る 。
尚 、 図 １ 、 ３ か ら 明 ら か な 様 に 、 本 発 明 の 場 合 に 上 記 か し め 部 １ ３ ａ を 当 接 さ せ る べ き 部
分 に 於 け る 、 上 記 両 側 壁 部 ４ の 外 側 面 １ ７ 同 士 の 間 隔 は 、 前 述 の 図 ８ ～ １ ０ に 示 し た 従 来
構 造 で か し め 部 １ ３ を 当 接 さ せ る べ き 部 分 に 於 け る 外 側 面 同 士 の 間 隔 よ り も 小 さ い 。 こ れ
に 伴 っ て 、 本 発 明 の カ ム フ ォ ロ ア を 構 成 す る 枢 軸 ３ の 軸 方 向 長 さ は 、 上 記 従 来 構 造 を 構 成
す る 枢 軸 ３ の 軸 方 向 長 さ よ り も 少 し 短 く し て い る 。
上 述 の 様 な 構 成 を 有 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア の 場 合 に は 、 荷 重 を
支 承 す る 側 、 即 ち 、 荷 重 支 承 部 分 に 於 い て 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 と 上 記 各 通 孔 １
１ の 内 周 面 と が 広 い 面 積 で 当 接 す る 。 又 、 こ の 荷 重 支 承 部 分 で こ れ ら 各 通 孔 １ １ の 内 周 面
と 当 接 す る 、 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 部 分 は 、 上 記 か し め 部 １ ３ ａ の 様 に 塑 性 変 形 さ
せ た 部 分 で は な い 為 、 大 き な 面 圧 が 加 わ っ た 場 合 で も 塑 性 変 形 し に く い 。 特 に 図 示 の 例 で
は 、 上 記 各 通 孔 １ １ の 内 周 面 と 当 接 す る 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 外 周 面 の う ち の 一 部 に 、 前
記 焼 き 入 れ 層 １ ５ が 存 在 す る 。 こ の 焼 き 入 れ 層 １ ５ は 硬 く 、 極 く 変 形 し に く い 。 こ の 為 、
長 期 間 に 亙 る 使 用 に よ っ て も 、 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ を 構 成 す る 上 記 両 側 壁 部 ４ に 対 す
る 上 記 枢 軸 ３ の 両 端 部 の 支 持 部 に が た つ き が 発 生 し に く く な る 。

本 発 明 は 、 以 上 に 述 べ た 通 り 構 成 さ れ 作 用 す る の で 、 軽 量 且 つ 低 コ ス ト で 造 れ る カ ム フ ォ
ロ ア の 耐 久 性 向 上 を 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 を 、 枢 軸 の 両 端 部 を か し め る 以 前 の 状 態 で 、 各 側 壁 部
の 厚 さ 及 び 枢 軸 の 両 端 部 の 外 周 面 と 通 孔 の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 を 誇 張 し て 示 す 、 図 ６ の Ｉ
－ Ｉ 断 面 に 相 当 す る 図 で あ る 。
図 ２ は 、 枢 軸 の 両 端 部 を か し め る 為 に か し め 治 具 を 押 し 付 け る 位 置 を 示 す 、 図 １ の Ｉ Ｉ 矢
視 図 で あ る 。
図 ３ は 、 枢 軸 の 両 端 部 を か し め た 後 の 状 態 で 示 す 、 図 １ と 同 様 の 図 で あ る 。
図 ４ は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 備 え た カ ム フ ォ ロ ア の １ 例 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
図 ５ は 、 図 ４ の 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
図 ６ は 、 図 ５ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
図 ７ は 、 エ ン ジ ン へ の 組 み 付 け 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
図 ８ は 、 従 来 構 造 を 示 す 、 図 １ と 同 様 の 図 で あ る 。
図 ９ は 、 枢 軸 の 両 端 部 を か し め る 為 に か し め 治 具 を 押 し 付 け る 位 置 を 示 す 、 図 ８ の Ｉ Ｘ 矢
視 図 で あ る 。
図 １ ０ は 、 枢 軸 の 両 端 部 を か し め た 後 の 状 態 で 示 す 、 図 １ と 同 様 の 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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